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中京圏の高速道路の現状と主な課題
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首都圏の料金体系見直し（H28.4）

＜背 景＞

圏央道等の環状道路の整備が進捗する一方、通過交通が都心部を経由しており、圏央道等の有効活用に課題
整備率(H30.4時点)・・・圏央道：89% （三環状：79%）

厚木

相模湾

東京湾

太平洋

厚木

桜土浦

都心経由の
料金

圏央道経由の
料金

料金水準を揃えるとともに、都心部の通過交通を排除し、圏央道等への転換を図るべく、起終点を

基本とした継ぎ目のない料金の実現

厚木→桜土浦

料金

圏央道経由都心経由

引下げ

5,050円

3,930円

料金の賢い3原則（高速道路を賢く使う上で共通の理念）

① 利用度合いに応じた公平な
料金体系

② 管理主体を超えたシンプルで
シームレスな料金体系

③ 交通流動の最適化のための
戦略的な料金体系
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近畿圏の料金体系見直し（H29.6）

＜背景①＞
都心部の通過交通は少ないものの、ネットワーク
整備に課題
（淀川左岸線延伸部、大阪湾岸道路西伸部の整備財源）

＜背景②＞

管理主体が混在しており、管理面で非効率などの課題

・阪神高速京都線（新十条通）

京都市に移管して無料に

料金水準を揃えるとともに、ネットワーク整備

に必要な財源確保のための料金を導入

管理主体を統一（継ぎ目のない料金の実現）

・大阪府道路公社（南阪奈、堺泉北）

・大阪府・奈良県道路公社（第二阪奈）

・阪神高速京都線（油小路線・斜久世橋）

ネクスコ西日本に移管

✈

神戸港

堺泉北港

神戸市

大阪市

京都市

 43

至名古屋

至名古屋

京都府

兵庫県

近
畿
自
動
車
道

西
神
自
動
車
道

大阪湾岸道路西伸部
（六甲アイランド北～駒栄）

延長14.5km
約5,000億円

大阪府

大阪港

関西国際空港

大阪国際空港

✈
至広島

至三次

阪神高速 神戸線 （上り） 〈4車線〉

夕方の渋滞損失が、全国の都市高速
の中でワースト１位

午前中の渋滞損失が、全国の都市高速
の中でワースト６位

阪神高速 東大阪線～大阪港線 （西向き） 〈4車線〉

中国道 宝塚トンネル付近 （上り） 〈6車線〉

渋滞損失が、ネクスコ各社が管理する
全国の高速道路の中で、ワースト４位

東大阪線

神戸空港

✈

ろっこう こまえきた

大和川線
（事業中）
延長約9km

第二阪奈
有料道路

南阪奈
有料道路

堺泉北
有料道路

堺市

淀川左岸線延伸部

延長8.7km
約4,000億円

お お さ か わ ん が ん ど う ろ せ い し ん ぶ

よ ど が わ さ が ん せ ん え ん し ん ぶ

凡 例

高 速 道 路 等

開 通 済

事 業 中

主 な 渋 滞 箇 所

調 査 中 路 線

延長6.9km

大
和
北
道
路

12.4
km

延
長

神戸西バイパス
（永井谷～石ヶ谷）

こ う べ に し

な が い た に い し が だ に

H30.7.1時点
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中部国際空港

セントレア

名古屋
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名古屋空港
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清洲J

知多横断道路

一宮IC
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亀山J

亀山西J

養老IC

【2019年度開通予定】

【2019年度開通予定】

大野・神戸IC

高
富
IC

大安IC
【2018年度開通予定】

【2024年度開通予定】※用地取得等が順調な場合

北勢IC

【2024年度開通予定】
※用地取得等が

順調な場合

【2020年度開通予定】

【2018年度開通予定】

関
広
見
IC

中京圏の料金体系見直し（今回）
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※公社は、ネットワークへ接続
されている路線のみ

Ｃ
: 名古屋高速

: 地方道路公社

: ＮＥＸＣＯ区間

: 均一料金区間

: 事業中

国土幹線道路部会 「高速道路の安全性、信頼性や使いやすさを向上する取組 基本方針」（H29.12）
首都圏及び近畿圏の議論を踏まえ、中京圏の料金体系についても、ネットワーク整備の進捗に

合わせて、地域固有の課題等について整理した上で、議論を進めることが必要である。



中部国際空港
セントレア

名古屋空港✈

✈

名古屋港

常滑港

四日市港

桑名港

千代崎港

岐阜県

三重県

愛知県

至京都

至東京

至東京

至草津

至伊勢

新名神高速道路

至諏訪湖

至富山

中京圏の高速道路の車線数と交通量

凡 例

高 速 道 路 等

現 在 事 業 中

一 般 国 道

新 幹 線

空 港

港 湾

✈

2 車 線 区 間

4 車 線 区 間

6 車 線 区 間

3 万 台 未 満

3 万 ～ 6 万 台

6 万 台 以 上

※交通量データ：NEXCO路線 平成28年度、NEXCO路線以外 平成27年度 4

※H29.10開通区間のため
H28交通量データ無し



中京圏の交通流動について

○ 東海環状内を利用している交通は、約７１万台/日
○ うち、内内交通は約４３万台/日、内外交通は約２５万台/日

速報

内内
43

(61% )

内外
25

(34%) 

外外
3

(5%) 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①②③

東海環状内

（万台/日）

（約７１万台/日）

（内内）東海環状内で乗降する交通

（内外）東海環状内で乗り外側で降りる交通、
または外側で乗り東海環状内で降りる交通

（外外）東海環状外で乗降し、東海環状内を通過する交通

名古屋西JCT

関広見IC

大垣西IC

養老JCT

東員IC

名神高速

東海環状道

中央道

東海北陸道

東海環状道

大野・神戸IC

高富IC

名二環

飛鳥JCT

伊勢湾岸道

新名神高速

新四日市JCT

亀山西JCT

東海環状

※ 名古屋都心は名古屋高速及び名二環と定義

5
※ETCデータ（H28.10）

※ 東海環状内：東海環状を含む
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4
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鞍ヶ池スマート

湾
岸
弥
富

弥
富
木
曽
岬

み
え
朝
日 岡崎東

名古屋西

本郷
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至：美並

岡崎

養老

小牧北
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中京圏

東海環状内の交通流動と利用経路の特性① （外外交通）

○ 外外交通は、約３万台/日
○ 東海環状の外外交通は、東名・知多方面⇔名神方面または東名阪方面（関東⇔近畿）、

名神⇔中央道の利用が大半を占める

※ エリア境界上の路線及びその内側の出入口をエリア内として集計

※ ETCデータ（H28.10）

名神方面

東海北陸方面

中央道方面

東名・知多方面

名神⇔東名阪
100台/日 未満

名神⇔東海北陸
約200台/日

東名阪⇔東名・知多
約0.8万台/日

中央道⇔東名・知多
約0.1万台/日

東海北陸⇔中央道
約300台/日

名神⇔中央道
約0.6万台/日

名神⇔東名・知多
約1.7万台/日

東名阪⇔東海北陸
500台/日

東名阪⇔中央道
約0.2万台/日

東名阪方面

東海北陸⇔東名・知多
約0.1万台/日
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東海環状
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※ エリア境界上の路線及びその内側の出入口をエリア内として集計

※ ETCデータ（H28.10）

東海環状内の交通流動と利用経路の特性② （内外交通）

○ 内外交通は、約２５万台/日
○ うち名古屋中心部発着の交通は約６万台/日
○ 東名・知多方面⇔東海環状内、東名阪方面⇔東海環状内が多い

東海北陸方面 2.0万台/日
⇔① 0.3万台/日
⇔② 0.2万台/日
⇔③ 0.3万台/日

⇔④ 1.2万台/日
⇔⑤ 0.0万台/日

東名・知多方面 9.4万台/日
⇔① 2.4万台/日
⇔② 4.4万台/日
⇔③ 1.1万台/日
⇔④ 0.8万台/日
⇔⑤ 0.7万台/日

東名阪方面 5.9万台/日

⇔① 1.9万台/日
⇔② 0.8万台/日
⇔③ 0.3万台/日
⇔④ 0.2万台/日

⇔⑤ 2.7万台/日

名神方面 4.0万台/日
⇔① 0.8万台/日
⇔② 0.6万台/日
⇔③ 0.6万台/日
⇔④ 1.5万台/日
⇔⑤ 0.5万台/日

※ ①名古屋中心部：名古屋高速・名二環の内側
②名古屋南東部：東名（名古屋IC以東）・東海環状（土岐J以南）・伊勢湾岸

（東海J以東）
③名古屋北東部：名古屋高速（11号小牧線）・東名（名古屋IC～小牧J）・

東海環状（土岐以北）・中央道
④名古屋北西部：名古屋高速（16号一宮線）・名神（養老J以東）・東海北陸

（美濃関J以南）
⑤名古屋南西部：東名阪（四日市J以東）・伊勢湾岸（東海J以西）

名神方面

東海北陸方面

中央道方面

東名阪方面

東名・知多方面

7

東海環状

中央道方面 3.4万台/日
⇔① 0.5万台/日
⇔② 1.0万台/日
⇔③ 1.2万台/日
⇔④ 0.6万台/日
⇔⑤ 0.1万台/日

①名古屋
中心部

②名古屋
南東部

③名古屋
北東部④名古屋

北西部

⑤名古屋
南西部
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○ 内内交通は約４３万台/日
○ うち名古屋中心部発着の交通は約２７万台/日

⑤⇔①名古屋中心部
2.7万台/日

②⇔①名古屋中心部
3.0万台/日

③⇔①名古屋中心部
3.2万台/日

④⇔①名古屋中心部
3.3万台/日

④名古屋北西部エリア
・④⇔② 0.9万台/日
・④⇔③ 1.7万台/日

・④⇔④ 2.1万台/日
・④⇔⑤ 0.2万台/日

③名古屋北東部エリア
・③⇔② 2.4万台/日
・③⇔③ 0.5万台/日
・③⇔④ 1.7万台/日
・③⇔⑤ 0.3万台/日

・②⇔② 4.2万台/日
・②⇔③ 2.4万台/日
・②⇔④ 0.9万台/日
・②⇔⑤ 1.9万台/日

②名古屋南東部エリア

⑤名古屋南西部エリア
・⑤⇔② 1.9万台/日
・⑤⇔③ 0.3万台/日
・⑤⇔④ 0.2万台/日

・⑤⇔⑤ 2.3万台/日

名古屋中心部
内内

14.6万台/日

東海環状内の交通流動と利用経路の特性③ （内内交通）

※ エリア境界上の路線及びその内側の出入口をエリア内として集計

※ ETCデータ（H28.10）

※ ①名古屋中心部：名古屋高速・名二環の内側
②名古屋南東部：東名（名古屋IC以東）・東海環状（土岐J以南）・伊勢湾岸

（東海J以東）
③名古屋北東部：名古屋高速（11号小牧線）・東名（名古屋IC～小牧J）・

東海環状（土岐以北）・中央道
④名古屋北西部：名古屋高速（16号一宮線）・名神（養老J以東）・東海北陸

（美濃関J以南）
⑤名古屋南西部：東名阪（四日市J以東）・伊勢湾岸（東海J以西）

名神方面

東海北陸方面

中央道方面

東名阪方面

東名・知多方面
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凡例

1

155

307

中京圏中心部（名二環内側）
のボトルネック

平均旅行速度40km/h以下

【データ出典】名高速、NEXCOトラカンデータ H28.2.14～H28.4.2
※名高速（名二環内側）及び名二環

※全日12時間平均旅行速度 または
平日ピーク時旅行速度

中京圏中心部以外
（名二環以外）のボトルネック

渋滞多発区間

渋滞長10kmの渋滞が毎週
起こる区間

・名古屋都市圏流入部のボトルネック区間
（東名高速東名三好IC付近や東名阪道四
日市IC付近等）における渋滞が顕著

※渋滞量520㎞・h／年以上区間

【データ出典】
NEXCOトラカンデータ H28.2.14～H28.4.2
※名高速（名二環内側）及び名二環を除く高速道路
※混雑度はH27

渋滞常襲区間

渋滞長10kmの渋滞が毎日
起こる区間

※渋滞量3,650㎞・h／年以上区間

421

【分析期間】H28年2月14日～4月2日
※雪氷作業日は除く一宮JCT

一宮西IC

鈴鹿IC

亀山JCT

四日市東IC

四日市IC

東名三好IC

日進JCT
上社IC

引山IC

東名阪道（上下）四日市付近<４車線>

上り：全国ワースト ４位の渋滞損失
下り：全国ワースト1１位の渋滞損失

名神高速（上り）一宮ＪＣＴ付近<４車線>

午後ピーク１時間において
全国ワースト５位の渋滞損失が発生

東名高速（上り）東名三好付近<４車線>

午前ピーク１時間において
全国ワースト１５位の渋滞損失が発生

一宮IC

中京圏中心部（名高速）
のボトルネック

渋滞発生区間

【データ出典】名高速トラカンデータ H28年度

※渋滞量365km/h／年以上区間

可児御嵩IC

東海環状（土岐ＪＣＴ～可児御嵩）<２車線>

暫定２車線区間において
速度低下・交通機能低下が発生

容量超過区間

郊外部の容量超過区間
混雑度1.0以上

中京圏の渋滞ボトルネック箇所の状況（高速道路：本線）
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中京圏の検討課題

＜現状＞

① 通過交通が環状道路の内側を経由している一方で、東海環状、新名神、名古屋第二
環状の整備が進捗しており、これらのネットワークを有効活用した交通の適切な処理が
課題

② 名古屋の中心部を発着する交通が多く、各方面において、その分散処理が課題

③ 一宮付近や名古屋中心部等、特定箇所で渋滞が発生しており、ネットワーク整備にも
依然、課題がある

その他に、対距離ではなく均一料金となっている名古屋高速道路公社や名古屋第二環状

の取扱い等が論点

＜検討の進め方について＞

・中京圏の現状や将来像を踏まえ、高速道路を賢く使うための料金体系を検討すべき

ではないか。

・その際、中京圏においては、地方の関わりが深い公社の道路が都心部の高速道路

交通の重要な役割を担っていることから、地元に精通した有識者を加えた上で、道路

管理者等からのヒアリングを重ねつつ、きめ細やかに議論を進める必要があるので

はないか。
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（仮称）中京圏小委員会で議論

委 員 ： 国幹部会委員
中京圏有識者

中京圏料金見直しの検討体制について（案）

［ 部会 ］ ［ 小委員会 ］

国土幹線道路部会で議論開始

論点整理

国土幹線道路部会基本方針

料金具体方針

報告

方針（案）とりまとめ

適宜、中間報告
自治体、関係団体等よりヒアリング

2018年度
・新名神（三重県区間）開通
・東海環状（大安～東員）開通

2019年度
・東海環状（ ）開通

関広見～高富
大野・神戸～大垣西

2020年度
・名二環（名古屋西～飛島）開通

【参考】

本日
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